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五十嵐レポート
働き方改革と社長の実力

厚労省によると、働き方改革の基本的な考え方とは、働く人々が、個々の

事情に応じた多様で柔軟な働き方を、自分で「選択」できるようにするための

改革である。多様な働き方を選択できる社会を実現することで、成長と分配

の好循環を構築し、働く人一人ひとりがより良い将来の展望を持てるようにす

ることを目指す。

中小企業。小規模事業者の働き方改革は、職場環境の改善と生産性向上

による魅力ある職場を作り、人手不足を解消する。「魅力ある職場作り」⇒「人

材の確保」⇒「業績の向上」⇒「利益増」と厚労省は言つている。

働き方改革の最大の見直しは、「長時間労働」。働き過ぎを防ぎながら、

ワークライフ・バランスと多様で柔軟な働き方の実現を目指す。そのためには

職場の管理職の意識改革リト効率な業務プロセスの見直し。取引慣行の改

善を通じて、長時間労働をなくしていくことが必要と厚労省は説いている。

ある会社の話。特定の地域に特定の商品 0サービスで一番になったことで

コストをあまりかけずに顧客が増え、従業員教育を自社で行ない、顧客の評

判も良くなり、顧客離れもなく維持継続している。5S(整理・整頓・清掃。清潔 0

躾)活動でムダ 0ムラ・ムリを低減。こうなると同業者と比べて1人当たりの経常

利益が2～ 3倍になり、高収益企業になった。

生産性向上は利益性向上である。利益性の原則は他社より秀たる商品・技

術・有料のサービスを持つことや特定の地域に密集して顧客を作ること。そし

て特定の業界や客層に集中して顧客を作ることで生産性が向上し、利益性

が良くなる。(何かに集中したことで効率が上昇し、利益が増加する)

働き方改革の起′像は会社の中。長時間労働は、生産性の低い仕事をして

いるから。低採算事業もしくは赤字事業。弱い商品をいくつ持つても良くなら

ない。経営は顧客と競争相手と自社の3′点で考える。経営の起ノ員は会社の

外。(他社より)強いもの作りや一番作りをすることで生産性を高める。そして

労働時間の短縮化が可能になる。中小企業では、社長の役 目になる。働き

方改革は、社長の実力で差が大きく開く。企業の淘汰が始まる。
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外からは何をやつているか分からない。バイク便のドライバーに聞くと
「食事の出前をしているJと いう返事。どこで注文するのと聞くと、スマ

ホのサイ ト「出前館」から注文できると。主に中華料理。

「小僧寿し」の有価証券報告書をみると、2018年 6月 にいデリズを子会

社化。宅配ポータルサイト「出前館」 (夢の街創造委員会的)と 業務提携。

宅配拠′点は15店舗を新規出店。売上高487百万円、営業利益▲60百万円。

持ち帰り寿司からデリバリー (宅配)事業へ転換。
既存の施設を活用できること。悪い立地でもできる。

スマホを活用したビジネス。

小僧寿しグループとして黒字化になるか。期待しましょう。

(※夢の街創造委員会的は」Q上場企業18/8期売上高54億円)

叩きやすいだれかをみつけがち

世の中の人は、自分たちは批判されない場所にいながら、

他を責任追及して、ぶんなぐりたいと思つてアラをさがしているのです。

怒りのはけ日のために、叩きやすいだれかをみつけようとしています。

何か他人の失敗をみつけたら、やたらと批判して、

自分はまちがいを犯すことなんてないつもりなのです。

弁解できない弱い者を一方的に非難するのは、世の常です。

それは、ハイエナが弱い動物を食べて肥えるようなものです。

「ブッダの教え一日―話」(PHP研究所/アルボムッレロスマナサーラ)より
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私が住んでいる斎議ぶ≦疑繊片『 吉
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の節分の日に30年続いた「小僧寿し」

が閉店となつた。その後、しばらくして、 「デリズ」というデリバリーが

ひつそりとオープンした。


